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平成26年　5月号　（第10号）
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ふくし岩手ニュース





発行：ふくし岩手　発行人：千葉健一


盛岡市高松４丁目7-67


TEL019-662-6672





“新緑の季節が到来しました“





　　　　　　「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」実行委員会発足


あの感動のステージ　「新垣　勉　希望の歌コンサート」から半年、長い冬から待望の春を迎え、皆様には


お健やかにお過ごしのこととお喜び申し上げます。


さて、「地域クラブふくし岩手」では、新年度に入った４月に役員会を開き、ドキュメンタリー映画の自主上映並びに同映画撮影監督による講演会を企画し実行委員会を設置することになりました。　　　　


このイベントは、陸前高田市において津波浸水到達地点に桜の苗木の植樹活動をしている、「認定NPO桜ライン311」が制作した映画の自主上映を行うものです。ご承知のようにこの団体は、桜の植樹活動を通し、将来にわたる大震災の記憶と風化予防はもとより、一般市民の皆様にも常に予測される種々の災害に対して、防災・減災意識の喚起を目的に、今年３月から全国に自主上映会並びに講演活動を呼びかけ、現在、全国各地で実施されています。ふくし岩手でも、活動の主旨に大いに共感共鳴し、自主上映会並びに講演会を誘致することになり、只今準備の真っ最中です！！





“ あの「桜ライン311」が映画を作りました・上映会をしますヨ～ “


　　　　











「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」


自主上映会と講演会　開催要項


（あのさく＝あの街に桜が咲けば）


目　的　　東日本大震災の風化予防と防災意識の喚起


桜ライン311の支援募金


内　容　　１.　ドキュメンタリー映画上映


「あの街に桜が咲けば」


　　　　　　２.　講演　小川光一監督（同映画撮影）


「あなたは大切な人を、災害から守ることができますか？」


日　時　　平成26年7月19日（土）


受付・開場　13：00から


開始　14：00～16：00（終了）


会　場　　盛岡市上田公民館ホール（260名定員）


参加費　　一般1,000円　高校生以下500円


※本映画の上映費は無料で実施されます。


参加費は運営経費にあてられます。


主　催　　 「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡 」実行委員会


協　賛　　ふくし岩手


後　援　　岩手県　 盛岡市　 盛岡市社会福祉協議会


朝日新聞盛岡総局　 河北新報社盛岡総局　


岩手日報社　　めんこいテレビ　 テレビ岩手　　


ＩＢＣ  岩手朝日テレビ　 盛岡マニラ育英会　　
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“うたごえ喫茶“　のご案内  


と 　き　　毎月第２日曜日 午後2時～4時 


場　所　　盛岡市高松の池湖畔　「風の又三郎」  


会　費　　千円（コーヒー、菓子付） 


（家族連れ被災者の方は半額）　 


駐車場　　高松の池公園入口市営駐車場 


主　催　　高松池うたごえ喫茶実行委員会 


共　催　　ふくし岩手・ハートピュア盛岡 


問合せ申込み先 千葉健一 ☎019‐662‐6672








編集後記








　　　　 ふくし岩手の活動も７月で丸


３年を迎えようとしています。


被災地・被災者の思いに寄り添う心はこれからも変わりません。一日でも早く生活・仕事・住まいの再建と心の復興は被災者・避難者共通の願いです。また、大震災の記憶と風化予防、防災・減災意識の喚起も止めてはなりません。一歩づつ被災者支援活動と地域ふくし活動を続けたいと思います。（事務局）　　








